
津
軽
地
方
が
日
本
で
最
初
の
ケ
シ
の
栽
培
地
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
演
者
の
過
去
三
十
年
に
わ
た
る
研
究
に
よ
っ
て
徐
々
に
解
明

さ
れ
て
お
り
、
成
果
の
一
部
は
著
書
や
論
文
の
中
で
発
表
さ
れ
て

き
た
。し

か
し
中
近
東
か
ら
地
中
海
に
か
け
て
の
地
域
が
原
産
地
と
さ

れ
る
ケ
シ
が
、
ど
う
し
て
九
州
地
方
や
中
国
地
方
を
経
由
し
な
い

で
、
直
接
津
軽
地
方
に
商
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
津

軽
地
方
に
宵
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
時
期
と
実
際
に
栽
培

さ
れ
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
時
期
と
数
百
年
の
差
が
あ
る
の
は
ど

う
し
て
か
、
な
ど
解
釈
困
難
な
問
題
が
多
い
。

演
者
は
、
津
軽
地
方
の
歴
史
研
究
に
必
須
で
あ
り
、
最
も
正
確

な
史
料
で
あ
る
弘
前
藩
庁
日
記
（
以
下
単
に
弘
前
藩
日
記
と
略
す
）
の

貞
享
年
代
か
ら
元
禄
年
間
初
期
ま
で
を
精
査
し
、
津
軽
地
方
に
お
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津
軽
に
お
け
る
貞
享
、
元
禄
年
間
の

ケ
シ
栽
培
の
実
態

松
木
明
知

一
、
阿
芙
蓉
、
阿
遍
ん
の
事

一
、
屋
か
ん
草
、
か
ら
す
扇
の
事

但
葉
斗
花
柴
を
入
申
候
、
紅
但
若
い
者

悪
敷
候
事

一
、
か
い
こ
夏
子
二
番
、
夏
冨
蛾

但
牝
虫
者
貝
か
た
ち
大
也
。

牝
虫
ハ
ふ
キ
よ
り
分
ケ
取
可
申
事
。

右
之
通
、
御
薬
之
御
用
二
候
間
取
セ
候
様
二
と
、
従
江
戸
申
来
由
二

而
、
松
山
玄
三
申
立
候
二
付
、
寺
社
方
井
町
在
々
江
申
触
取
之
候
様
二

と
、
夫
々
江
申
付
之
。
尤
右
之
御
葉
種
取
候
時
分
、
歩
行
目
付
立

合
可
申
越
申
付
之
。
（
訓
読
点
筆
者
）

け
る
ケ
シ
栽
培
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
状
況
を
明
ら
か
に
し
得

た
の
で
報
告
す
る
。

弘
前
藩
日
記
の
最
初
に
阿
片
の
記
事
が
披
見
さ
れ
る
の
は
、
貞

享
三
年
（
一
六
八
六
）
五
月
十
六
日
の
条
で
あ
る
が
、
二
番
目
の
元

禄
二
年
（
一
六
八
九
）
の
左
の
記
録
は
甚
だ
重
要
で
あ
る
。

元
禄
二
年
五
月
二
十
五
日
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で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
弘
一

載
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
記
録
は
詳
細
に
見
る
と
甚
だ
重
要
で
あ
る
。

ま
ず
阿
芙
蓉
を
「
阿
遍
ん
」
つ
ま
り
「
阿
片
」
と
を
明
記
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ケ
シ
を
栽
培
し
た
の
は
、
間
違

い
な
く
薬
物
と
し
て
の
阿
片
を
採
取
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
鑑
賞

す
べ
き
花
と
し
て
の
阿
芙
蓉
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

弘
前
藩
日
記
の
後
年
の
記
録
を
見
て
も
、
「
阿
芙
蓉
」
は
花
を
意
味

し
た
の
で
は
な
く
、
「
阿
片
」
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
ケ
シ
の
花

に
対
し
て
は
「
阿
芙
蓉
の
花
」
ま
た
は
「
ケ
シ
の
花
」
と
い
う
言

葉
を
用
い
て
い
る
。
か
ら
す
扇
や
か
い
こ
は
津
軽
一
粒
金
丹
の
成

分
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
薬
を
準
備
す
る
よ
う
に
と
の
要
請
が
、
江
戸
か
ら

伝
え
ら
れ
た
と
あ
る
。
津
軽
藩
医
の
和
田
玄
良
が
、
一
粒
金
丹
の

製
法
を
池
田
丹
波
守
の
医
者
木
村
道
石
か
ら
伝
授
さ
れ
た
の
は
、

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
五
月
五
日
で
あ
っ
た
。
和
田
玄
良
は
伝
授

さ
れ
て
直
ち
に
、
一
粒
金
丹
の
製
造
に
必
要
な
薬
種
を
準
備
す
る

よ
う
国
許
の
津
軽
に
伝
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
江
戸
か

ら
の
書
状
は
約
二
週
間
と
少
し
で
、
弘
前
に
送
ら
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
弘
前
藩
日
記
の
五
月
二
十
五
日
の
条
に
記

右
の
元
禄
二
年
の
記
録
は
、
弘
前
藩
が
こ
の
年
に
な
っ
て
始
め

て
正
式
に
一
粒
金
丹
の
製
造
を
開
始
し
た
こ
と
を
示
す
好
史
料
で

あ
る
。
な
お
こ
の
年
の
六
月
五
日
と
六
月
十
七
日
の
記
録
に
よ
っ

て
阿
片
は
五
十
六
匁
二
分
製
造
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
記
録
も
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
三
年
前
の
貞
享
三
年
二
六
八
六
）
の
五
月
十
六
日
と

二
十
三
日
の
二
回
、
阿
芙
蓉
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
。
そ
の
内
容

は
薬
と
し
て
の
「
阿
芙
蓉
」
を
採
取
す
る
た
め
、
御
徒
目
付
な
ど

十
人
、
医
者
二
人
、
掃
除
小
人
六
人
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え

て
い
る
。
監
督
者
の
一
人
は
中
川
小
隼
人
で
あ
り
、
弘
前
藩
の
忍

び
の
者
の
頭
で
あ
っ
た
。
こ
の
記
録
だ
け
か
ら
は
、
貞
享
年
間
に

既
に
一
粒
金
丹
と
し
て
製
造
さ
れ
て
い
た
の
か
否
か
は
不
明
で
あ

る
。
よ
り
完
成
さ
れ
た
丸
薬
を
製
造
す
る
た
め
、
藩
と
し
て
元
禄

二
年
に
池
田
丹
波
守
に
伝
授
方
を
依
頼
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）
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